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AI・電子カルテを用いた自動緩和ケア紹介は、終末期過剰治療を減らせるのか？ 

 

背景・目的 

進行癌患者に対する早期緩和ケアは、患者の生活の質を改善し、終末期における過剰な医療介

入を減少させることが知られており、各種ガイドラインでも推奨されている。しかし実臨床では、緩和

ケアは終末期になってから導入するものという認識や、患者・家族への説明の難しさ、紹介すべき

患者の選定困難などから、十分に活用されていないことが課題となっている。特に地域医療におけ

る腫瘍診療では、緩和ケア医療資源が限られており、適切な患者を効率よく抽出し、早期に介入

へつなげる仕組みが求められている。本研究は、電子カルテ上のアルゴリズムを用いて緩和ケア

適応患者を自動抽出し、さらに緩和ケア紹介を“デフォルト化”することで、緩和ケア受診率や終末

期医療にどのような影響を与えるかを検証することを目的として実施された。 

 

方法 

本研究は、米国 Tennessee州の community oncology networkにおいて実施された cluster 

randomized trialである。対象は、stage III または IVの肺癌および消化器癌(大腸癌は除く)患者

562例であった。研究では、電子カルテ情報を用いて症状、病期、苦痛などを点数化し、緩和ケア

介入が望ましい患者をアルゴリズムで自動抽出した。介入群では、電子カルテ上で緩和ケア紹介

を自動提案し、医師が紹介を希望しない場合には理由の記載を求める accountable justificationを

導入した。一定期間内に医師が拒否しなかった場合には、緩和ケアコーディネーターが患者へ連

絡し、受診調整を行った。対照群では通常診療が行われ、主治医判断で緩和ケア紹介が実施さ

れた。主要評価項目は 12週以内の緩和ケア受診率とし、副次評価項目として生活の質、患者が

「理解されている」と感じる尺度、終末期抗癌剤治療施行率、ホスピスへの紹介、転院などが評価さ

れた。 

 

結果 

緩和ケア受診率は、介入群で 43.9%、対照群で 8.3%であり、介入群で有意に高かった。adjusted 



odds ratioは 8.9であり、アルゴリズムを用いたデフォルト紹介が緩和ケア導入を大きく促進すること

が示された。また、死亡 14日前以内の全身治療施行率は介入群 6.5%、対照群 16.1%であり、終

末期における過剰治療の減少も認められた。一方で、FACIT-Palを用いた生活の質評価や、「理

解されている」と感じる尺度には有意差を認めなかった。著者らは、その理由として、community 

settingにおけるフォローアップ困難や患者報告アウトカムの回収率低下、緩和ケア受診回数が比

較的少なかったことなどを挙げている。本研究は、AIアルゴリズムと行動経済学的アプローチを組

み合わせた実装研究として非常に興味深く、今後の緩和ケア導入戦略に重要な示唆を与える研

究と考えられる。 

 

本研究の限界 

本研究は、米国 Tennessee州の単一 community oncology networkにおいて実施された研究であ

り、他施設や他地域にそのまま一般化できるかについては慎重に解釈する必要がある。また、本研

究で用いられた緩和ケア適応アルゴリズムは外部検証が行われておらず、実際に最適な患者選

択ができているかについては今後さらなる検討が必要である。さらに、患者報告アウトカムの回収

率が低く、生活の質評価に十分な検出力がなかった可能性がある。加えて、実際の緩和ケア介入

回数は比較的少なく、より継続的かつ高頻度な介入であれば異なる結果が得られた可能性も考え

られる。本研究では全生存期間の改善は示されておらず、長期予後への影響については明らか

ではない。 

 

まとめ 

AIアルゴリズムと電子カルテを用いた緩和ケア紹介は、community oncologyにおいて緩和ケア受

診率を大幅に改善し、終末期における過剰な全身治療を減少させた。一方で、生活の質改善は

示されなかったものの、本研究は AI と行動経済学的アプローチを組み合わせた実装研究として

非常に興味深い研究であり、今後の緩和ケア導入戦略に重要な示唆を与えるものと考えられる。 

 


